
(57)【要約】

【課題】　ＳＮ装置に内装リングを有する上部ノズルに

おいて、鋳造後の酸素洗浄作業の際の内孔溶損を低減す

ること。

【解決手段】　上部ノズル１は、上部ノズル本体２と、

モルタル４を介して上部ノズル本体の内孔に段差４によ

って形成された拡径部６に装着された内装リング３とか

ら成る。　上部ノズル１の取鍋の底には下端面にモルタ

ル４を介して配置されているＳＮの上部プレート８が取

り付けられている。内装リング３の交換は上部プレート

８を取り外し、内装リング３を拡径部６から引き下ろす

ことによって行われる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 部 ノ ズ ル の 内 孔 の 下 流 側 端 部 に 段 差 の あ る 拡 径 部 を 形 成 し 、 こ の 拡 径 部 内 に 円 筒 状 の
マ グ ネ シ ア ク ロ ム 質 内 装 リ ン グ を モ ル タ ル を 介 し て 装 着 し た 内 装 リ ン グ を 有 す る 上 部 ノ ズ
ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 拡 径 部 は 、 上 部 ノ ズ ル の 内 孔 面 に 形 成 さ れ た １ つ の 段 差 に よ っ て 内 径 が 拡 大 し て お り 、
　 段 差 位 置 か ら 下 端 面 ま で 直 線 状 を な す 請 求 項 １ に 記 載 の 内 装 リ ン グ を 有 す る 上 部 ノ ズ 　
ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 溶 鋼 の 連 続 鋳 造 で ス ラ イ デ ィ ン グ ノ ズ ル （ Ｓ Ｎ ） 装 置 に 使 用 さ れ る 上 部 ノ ズ
ル 構 造 、 と く に 、 内 装 リ ン グ を 有 す る 上 部 ノ ズ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｓ Ｎ 装 置 を 構 成 す る 上 部 ノ ズ ル 、 上 部 プ レ ー ト 、 下 部 プ レ ー ト 、 下 部 ノ ズ ル な ど に は 、
耐 火 物 と し て 優 れ た 耐 食 性 、 耐 酸 化 摩 耗 性 、 耐 熱 衝 撃 性 な ど を 具 備 す る こ と が 要 求 さ れ 、
従 来 か ら こ の 要 求 に 対 応 す べ く ア ル ミ ナ ・ カ ー ボ ン 質 の 耐 火 物 が 広 く 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 中 で も 、 取 鍋 に 設 け ら れ た Ｓ Ｎ 装 置 は 、 鋳 造 後 に は 、 必 ず 上 部 ノ ズ ル 内 孔 と 上 部 プ レ ー
ト 内 孔 に 付 着 し た 地 金 を 除 去 す る た め に 酸 素 吹 き 付 け に よ る 酸 素 洗 浄 作 業 が 行 わ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 酸 素 洗 浄 作 業 は 、 鉄 製 の ラ ン ス パ イ プ か ら の 酸 素 吹 き 付 け に よ っ て 付 着 し た 地 金 を
発 熱 酸 化 除 去 す る も の で あ る が 、 高 温 の 溶 融 Ｆ ｅ Ｏ を 多 量 に 生 じ 、 こ れ が 耐 火 物 と 反 応 し
て 耐 火 物 、 と く に 、 上 部 ノ ズ ル の 内 孔 を 著 し く 溶 損 す る 。 そ し て 、 使 用 回 数 が 増 す に 従 っ
て 溶 損 量 が 増 大 し 、 上 部 プ レ ー ト と 上 部 ノ ズ ル の ノ ズ ル 孔 の 径 を 拡 大 し て 、 流 量 制 御 の 安
定 性 が 保 て な く な る 。 ま た 、 上 部 プ レ ー ト の ダ ボ 部 の 残 肉 厚 が 薄 く な り 、 溶 鋼 の 漏 洩 の 危
険 性 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の た め 、 こ の 酸 素 洗 浄 作 業 に よ る ノ ズ ル 孔 の 溶 損 の 対 策 が 従 来 か ら 種 々 講 じ ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 損 耗 し た 上 部 ノ ズ ル の 内 孔 を 酸 素 で 洗 浄 し た 後 、 筒 状 耐 火 物
か ら な る 内 装 リ ン グ を 挿 入 し 、 ノ ズ ル 孔 内 壁 と 内 装 リ ン グ と の 間 に モ ル タ ル を 充 填 す る こ
と で 内 装 リ ン グ を 取 り 付 け る こ と が 記 載 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 そ の 内 装 リ ン グ は 酸
素 洗 浄 時 の 溶 損 に よ っ て 生 じ た 内 孔 の 凹 凸 面 に 充 填 し た モ ル タ ル に よ っ て 取 り 付 け ら れ る
こ と に な る の で 、 モ ル タ ル に よ る 目 地 厚 の バ ラ ツ キ が 生 じ 、 熱 膨 張 に よ る 応 力 吸 収 が 不 十
分 に な っ た り 、 内 装 リ ン グ の 取 り 付 け 状 態 が 不 良 と な る な ど の 不 具 合 が 生 じ る 。 さ ら に は
内 装 リ ン グ は 、 支 持 機 構 も な く 、 フ リ ー の 状 態 で 支 持 さ れ る の で 、 脱 落 し や す い 問 題 も あ
る 。 ま た 、 上 部 ノ ズ ル の 溶 損 形 態 に よ っ て は 、 上 部 、 す な わ ち 取 鍋 の 内 部 か ら モ ル タ ル を
充 填 す る 作 業 が 必 要 で あ り 、 非 常 に 手 間 を 要 す る こ と に も な る 。 さ ら に は 、 筒 状 耐 火 物 の
材 質 と し て 、 高 ア ル ミ ナ 質 、 溶 融 シ リ カ 質 、 ジ ル コ ン 質 、 あ る い は 粘 土 質 が 使 用 さ れ て い
る が 、 こ れ ら の 耐 火 物 で は 、 酸 素 洗 浄 に 対 し て 十 分 な 耐 用 性 が な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 上 部 ノ ズ ル を 仮 焼 ア ル ミ ナ ２ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ と 金 属 粉 を ５ ～ ２
５ 重 量 ％ 含 有 す る 緻 密 化 さ れ た ア ル ミ ナ カ ー ボ ン 質 か ら 構 成 す る こ と に よ っ て 、 仮 焼 ア ル
ミ ナ と 金 属 粉 と の 作 用 に よ り マ ト リ ッ ク ス を 緻 密 化 し て 、 溶 融 Ｆ ｅ Ｏ に 対 す る 耐 抗 性 を 改
善 し 、 溶 損 を 低 減 さ せ る こ と が 記 載 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 材 質 的 に 上 部 ノ ズ ル の 耐
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用 性 は か な り 向 上 し た も の の 、 使 用 回 数 を 増 や す た め に は 、 さ ら に 、 酸 素 洗 浄 に よ る 溶 損
を 抑 制 す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ５ － ５ ４ ２ ６ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ２ ４ ６ ２ ６ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 課 題 は 、 Ｓ Ｎ 装 置 に 内 装 リ ン グ を 有 す る 上 部 ノ ズ ル に お い て 、 鋳 造 後 の
酸 素 洗 浄 作 業 の 際 の 内 孔 溶 損 を 低 減 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 他 の 課 題 は 、 上 部 ノ ズ ル 本 体 の 溶 損 に よ る 影 響 を 無 く す こ と が で き る 内 装 リ ン グ を 装 着
し た 上 部 ノ ズ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 他 の 課 題 は 、 内 装 リ ン グ を 装 着 し た 上 部 ノ ズ ル に お い て 、 内 装 リ ン グ を 交 換 可
能 に 設 置 し た 上 部 ノ ズ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 他 の 課 題 は 、 上 部 ノ ズ ル 本 体 間 の モ ル タ ル に よ る 目 地 厚 の バ ラ ツ キ が な く 、 リ
ン グ が 確 実 に 拘 束 さ れ る 上 部 ノ ズ ル の 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 他 の 課 題 は 、 Ｓ Ｎ 装 置 が 稼 働 状 態 に あ っ て も 、 簡 単 に 内 装 リ ン グ を 交 換 で き る
上 部 ノ ズ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 溶 鋼 の 連 続 鋳 造 に 用 い ら れ る ス ラ イ デ ィ ン グ ノ ズ ル 装 置 の 上 部 ノ ズ ル 構 造 で
あ っ て 、 上 部 ノ ズ ル 本 体 の 内 孔 面 の 下 流 側 端 部 に 段 差 の あ る 拡 径 部 を 形 成 し 、 こ の 拡 径 部
内 に マ グ ネ シ ア ク ロ ム 質 の リ ン グ 状 耐 火 物 を モ ル タ ル を 介 し て 装 着 し た こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 段 差 の あ る 拡 径 部 と は 、 段 差 に よ っ て 内 径 が 拡 大 し 、 内 孔 が １ つ の 段 差 に よ っ て 下 流 側
拡 径 部 の 段 差 開 始 部 か ら 下 流 方 向 に 下 端 面 ま で 直 線 状 を な し て い る 部 分 で あ る 。 し か も 、
拡 径 部 は 下 流 方 向 に 内 孔 径 が 拡 大 す る よ う に 傾 斜 し て い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 内 装 リ ン グ の 上 端 面 は 上 部 ノ ズ ル 本 体 の 内 孔 の 段 差 面 に 、 ま た 、 下 端 面 は プ レ ー ト の ダ
ボ 部 の 上 面 に 確 実 に 拘 束 さ れ る 構 造 に な っ て お り 確 実 な 取 り 付 け が 可 能 で あ る 。 し か も 、
交 換 時 は 、 上 部 プ レ ー ト 本 体 を 外 す と 、 上 部 ノ ズ ル の 拡 径 部 に 嵌 合 し た 内 装 ノ ズ ル の 下 端
面 が 露 出 し 、 拘 束 が な く な る の で 使 用 済 み （ 溶 損 し た ） 内 装 リ ン グ を 新 品 と 簡 単 に 交 換 す
る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の リ ン グ は 、 上 部 ノ ズ ル が Ｓ Ｎ 装 置 に 設 置 さ れ て い る い
わ ゆ る 使 用 状 態 に お い て も 、 内 装 リ ン グ の み の 交 換 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 リ ン グ の 材 質 と し て は 、 耐 Ｆ eＯ 性 、 耐 熱 衝 撃 性 、 耐 酸 化 性 、 及 び 耐 溶 鋼 摩 耗 性 等 に よ
り 、 マ グ ネ シ ア ク ロ ム 質 が 好 ま し い 。 通 常 、 上 部 ノ ズ ル 、 下 部 ノ ズ ル 、 プ レ ー ト 等 の 溶 鋼
通 過 孔 を 有 す る ノ ズ ル は 、 非 常 に 厳 し い 耐 ス ポ ー リ ン グ 性 を 要 求 さ れ る た め 、 近 年 で は ほ
と ん ど が 炭 素 結 合 に よ る 耐 火 物 し か 使 用 さ れ て い な い 。 炭 素 結 合 と す る こ と で 、 低 弾 性 率
化 と 低 膨 張 率 化 す る た め 、 炭 素 を 含 有 し な い 耐 火 物 に 比 較 す る と 耐 用 性 が 格 段 に 優 れ て い
る こ と が 当 然 で あ る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 に お い て は 、 炭 素 結 合 を 有 し な い マ グ ネ シ ア
ク ロ ム 質 が 十 分 適 用 で き 、 し か も ア ル ミ ナ カ ー ボ ン 質 、 マ グ ネ シ ア カ ー ボ ン 質 、 ス ピ ネ ル
カ ー ボ ン 質 、 及 び ス ピ ネ ル 質 等 の 炭 素 含 有 れ ん が よ り も 勝 っ て い る こ と を 知 見 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し な が ら 、 内 装 リ ン グ を 構 成 す る マ グ ネ シ ア ク ロ ム 質 は 、 優 れ た 耐 酸 化 性 と 耐 Ｆ ｅ
Ｏ 性 を 有 す る も の で あ る が 、 耐 ス ポ ー リ ン グ 性 に 劣 る と い う 欠 点 を 有 す る 。 こ の マ グ ネ シ
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ア ク ロ ム 質 の 前 記 の 上 部 ノ ズ ル 本 体 へ の 取 り 付 け 構 造 に よ り 、 マ グ ネ シ ア ク ロ ム 質 の 欠 点
を 低 減 す る こ と で 、 耐 酸 化 性 及 び 耐 Ｆ ｅ Ｏ 性 に 優 れ る メ リ ッ ト を 活 か し て 、 他 材 質 よ り も
格 段 に 耐 用 性 が 向 上 す る 。 し か も 、 上 部 プ レ ー ト の 内 孔 溶 損 も 大 き く 低 減 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 マ グ ネ シ ア ク ロ ム 質 と し て は 、 製 鋼 用 、 セ メ ン ト ロ ー タ リ ー キ ル ン 、 廃 溶 融 炉 等 で 耐 火
物 と し て 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る マ グ ネ シ ア ク ロ ム れ ん が の 材 質 で あ れ ば 問 題 な く 使 用 で
き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 モ ル タ ル と し て は 、 連 続 鋳 造 用 ノ ズ ル 間 、 取 鍋 や タ ン デ ィ ッ シ ュ に お い て 羽 口 れ ん が に
対 し て 上 部 ノ ズ ル を 装 着 す る 場 合 、 あ る い は 羽 口 れ ん が に 対 し て ポ ー ラ ス プ ラ グ を 装 着 す
る 際 に 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る モ ル タ ル を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な モ ル タ ル は
、 焼 付 き に く い 利 点 を も っ て お り 、 比 較 的 容 易 に リ ン グ の 取 り 外 し 、 取 り 付 け に 際 し て 、
簡 単 に 除 去 で き る 。 具 体 的 に は 、 カ ー ボ ン を 含 有 し た モ ル タ ル 等 で 、 比 較 的 焼 結 し に く い
ア ル ミ ナ 等 の 原 料 粉 末 を 主 成 分 と し て 、 バ イ ン ダ ー と し て は 水 ガ ラ ス や リ ン 酸 類 を 使 用 し
た も の が 使 い 易 い 。 ま た 、 シ ー ト 状 、 あ る い は 板 状 を し た モ ル タ ル も 使 用 す る こ と が 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 モ ル タ ル の 目 地 厚 は 、 好 ま し く は ０ ． ５ ～ ３ ｍ ｍ で あ る 。 目 地 厚 が ０ ． ５ ｍ ｍ 未 満 で は
、 リ ン グ の 高 さ 方 向 お よ び 厚 さ 方 向 へ の 膨 張 に よ り 生 じ る 応 力 の 吸 収 代 が 小 さ く 、 リ ン グ
自 体 に 圧 縮 応 力 が 、 ま た 、 母 体 に は 引 っ 張 り 応 力 が 生 じ 、 リ ン グ の 圧 壊 も し く は 、 母 体 に
亀 裂 が 生 じ る 。 ま た 、 目 地 厚 が ３ ｍ ｍ を 越 え る と 、 ノ ズ ル 内 孔 部 か ら の 地 金 お よ び 溶 融 Ｆ
ｅ Ｏ の 差 込 が 顕 著 と な り 、 目 地 部 の 溶 損 か ら 溶 鋼 の 漏 洩 に つ な が る 危 険 性 が 高 く な る 。 こ
の よ う な 目 地 を 設 け る こ と に よ り 、 リ ン グ 状 耐 火 物 の 膨 張 代 が 吸 収 さ れ 、 応 力 が 軽 減 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 上 部 ノ ズ ル は 、 通 常 の 上 部 ノ ズ ル に 段 差 を 有 す る 拡 径 部 を 設 け る も の で あ る が
、 こ れ は 成 形 時 に 型 枠 に よ っ て 成 形 す る こ と が で き る し 、 成 形 、 加 熱 後 に 旋 盤 等 で 加 工 す
る こ と も で き る 。 ま た 、 マ グ ネ シ ア ク ロ ム 質 リ ン グ も 同 様 に 作 成 す る こ と が で き る 。 そ し
て 、 通 常 は 加 熱 あ る い は 焼 成 後 の 上 部 ノ ズ ル に 、 焼 成 後 の リ ン グ を モ ル タ ル で セ ッ ト す る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 上 部 ノ ズ ル 構 造 は 、 上 部 ノ ズ ル の 下 方 の 内 装 リ ン グ の み を 交 換 す る 構 造 と し 、
か つ そ の 内 装 リ ン グ の 材 質 を マ グ ネ シ ア ク ロ ム 質 と す る こ と で 、 上 部 ノ ズ ル の 耐 用 性 が 飛
躍 的 に 向 上 し 、 さ ら に 上 部 プ レ ー ト も ダ ボ 部 の 溶 損 を 少 な く 抑 え る こ と が で き る 。 そ の 結
果 、 流 量 制 御 の 操 業 条 件 が 安 定 し 、 し か も 大 幅 な コ ス ト ダ ウ ン を 達 成 し 、 さ ら に 漏 鋼 に 対
す る 安 全 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 上 部 ノ ズ ル 構 造 は 、 上 部 ノ ズ ル 本 体 の 内 孔 、 と く に 、 内 装 リ ン グ を 取 り 付 け る
拡 径 部 の 内 面 は 溶 損 す る こ と が な い 。 こ の た め 、 新 し い 内 装 リ ン グ に 交 換 す る と き も 上 部
ノ ズ ル 本 体 と 内 装 リ ン グ 間 の 目 地 厚 の バ ラ ツ キ が ほ と ん ど 無 く な り 、 正 確 な 取 り 付 け が 可
能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例 に よ っ て 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 上 部 ノ ズ ル １ の 縦 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 同 図 に お い て 、 上 部 ノ ズ ル １ は 、 上 部 ノ ズ ル 本 体 ２ と 、 モ ル タ ル ４ を 介 し て 上 部 ノ ズ ル
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本 体 の 内 孔 に 配 置 さ れ た 内 装 リ ン グ ３ と か ら 成 る 。 円 筒 形 状 の 内 装 リ ン グ ３ は 、 上 部 ノ ズ
ル 本 体 ２ の 内 孔 ５ に 形 成 さ れ た 拡 径 部 に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 拡 径 部 は ６ と し て 示 さ れ て お り 、 上 部 ノ ズ ル 本 体 の 内 孔 ５ に 設 け ら れ た 段 差 に よ っ
て 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 拡 径 部 ６ の 内 面 は 、 下 端 部 ま で 直 線 状 に 、 且 つ 、 そ の 内 径 は 上 端 部 よ り 下 端 部 の 方
が 少 し 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 内 装 リ ン グ ３ も 、 そ れ に 合 わ せ て 、 下
端 部 の 径 を 上 端 部 よ り 少 し 大 き く 、 例 え ば 、 上 端 部 の 外 径 を １ ２ ０ ｍ ｍ に 、 下 端 部 の 外 径
を １ ２ ２ ｍ ｍ に 、 ま た 高 さ を ６ ０ ｍ ｍ に 、 平 均 肉 厚 を ２ ２ ｍ ｍ に 調 製 し て い る 。 こ う す る
こ と で リ ン グ を ノ ズ ル の 下 側 か ら 装 着 す る 際 に 、 モ ル タ ル ４ の 充 填 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 ６ １ は 、 図 ２ に 示 す 上 部 プ レ ー ト ８ の ダ ボ を 装 着 す る た め に 拡 径 部 ６ の 下 端 面
に 形 成 さ れ た 凹 部 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 上 部 ノ ズ ル １ を 取 鍋 の 底 の 羽 口 れ ん が ７ の 内 孔 に モ ル タ ル ４ を 介 し
て 装 着 し た 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ８ は 上 部 ノ ズ ル １ の 下 端 面 に モ ル タ ル ４ を 介 し て 配 置 さ れ て い る Ｓ Ｎ の 上 部 プ レ ー ト を
示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 部 プ レ ー ト ８ は 、 図 示 し て い な い 下 部 プ レ ー ト に よ り 上 方 向 に 押 圧 さ れ た 状 態 で 、 上
部 プ レ ー ト ８ の ダ ボ 部 ８ １ は 、 拡 径 部 ６ の 下 端 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 に 装 着 さ れ る 。 従 っ て
、 上 部 プ レ ー ト ８ の 拡 径 部 ６ に モ ル タ ル ４ を 介 し て 取 り 付 け ら れ た 内 装 リ ン グ ３ の 上 下 方
向 の 動 き が 規 制 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 内 装 リ ン グ ３ の 交 換 に 際 し て は 、 こ の 内 装 リ ン グ ３ は 、 上 部 プ レ ー ト ８ を 取 り 外 し て そ
の ま ま 引 き 抜 く か 、 あ る い は ブ レ ー カ ー 等 で 崩 す か に よ っ て 、 上 部 ノ ズ ル １ の 本 体 か ら 簡
単 に 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 既 設 の 内 装 リ ン グ ３ を 取 り 外 し た 後 は 、 上 部 プ レ ー ト 本 体 の 拡 径 部 の 内 面 に 残 っ た モ ル
タ ル を 除 去 す る 。 そ の 後 、 交 換 用 の 新 し い 内 装 リ ン グ の 上 端 面 と 外 周 面 と に モ ル タ ル を 塗
布 し て お き 、 図 の 下 側 か ら 挿 入 す る 簡 便 な 作 業 で 装 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 内 装 リ ン グ は 筒 形 で あ る が 、 そ の 大 き さ は 耐 ス ポ ー リ ン グ 性 と 耐 酸 素 洗 浄 性 の 面 か ら あ
ま り 大 き く な い 方 が 良 く 。 よ り 好 ま し く は 、 内 装 リ ン グ の 外 径 が １ ５ ０ ｍ ｍ 以 下 、 高 さ が
５ ０ ～ １ ５ ０ ｍ ｍ 、 肉 厚 が １ ０ ～ ２ ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 外 径 は 大 き い と 耐 ス ポ ー リ ン グ 性 が 低 下 す る 問 題 が あ り １ ５ ０ ｍ ｍ 以 下 が 好 ま し い 、 下
限 は ノ ズ ル 孔 の 大 き さ に 必 要 な 内 装 リ ン グ の 肉 厚 を 加 え た 大 き さ で あ る 。 一 般 的 に は ４ ０
ｍ ｍ 以 上 が よ り 好 ま し い 。 内 装 リ ン グ の 高 さ は 、 酸 素 洗 浄 に よ る 溶 損 の 大 き さ と 耐 ス ポ ー
リ ン グ 性 を 考 慮 す る と ５ ０ ｍ ｍ 以 上 １ ５ ０ ｍ ｍ 以 下 が 好 ま し い 。 ５ ０ ｍ ｍ 未 満 で は 酸 素 洗
浄 に よ る 溶 損 部 位 を カ バ ー す る こ と が 難 し く な り 、 １ ５ ０ ｍ ｍ を 超 え る と 耐 ス ポ ー リ ン グ
性 が 悪 く な る 。 肉 厚 は １ ０ ～ ２ ５ ｍ ｍ で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 １ ０ ｍ ｍ 未 満 で は 、 内
装 リ ン グ の 強 度 に 問 題 が あ り 、 ２ ５ ｍ ｍ を 超 え る と 耐 ス ポ ー リ ン グ 性 が 低 下 す る 。 上 部 ノ
ズ ル の 拡 径 部 及 び 内 装 リ ン グ は 先 端 の 外 形 が 小 さ く な る よ う に し て お く と 、 内 装 リ ン グ を
挿 入 し や す く し か も モ ル タ ル の 充 填 性 も 良 く な り 、 よ り セ ッ ト が し 易 く な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ に 示 す 上 部 ノ ズ ル １ に お い て 、 表 １ に 示 す 材 質 で 作 成 し た 内 装 リ ン グ ３ を 装 着 し 、
そ れ ぞ れ 取 鍋 に 装 着 し て テ ス ト を 行 っ た 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 実 施 例 １ は ダ イ レ ク ト ボ ン ド の マ グ ネ シ ア ク ロ ム 質 、 実 施 例 ２ は 実 施 例 １ と は 化 学 成 分
が 異 な る セ ミ リ ボ ン ド の マ グ ネ シ ア ク ロ ム 質 、 比 較 例 １ は 不 焼 成 の ア ル ミ ナ カ ー ボ ン 質 、
比 較 例 ２ は 黒 鉛 を 含 有 し な い 低 カ ー ボ ン タ イ プ の 不 焼 成 マ グ ネ シ ア カ ー ボ ン 質 、 比 較 例 ３
は 黒 鉛 を 含 有 す る 低 カ ー ボ ン タ イ プ の 不 焼 成 マ グ ネ シ ア カ ー ボ ン 質 、 比 較 例 ４ は 焼 成 高 ア
ル ミ ナ 質 、 比 較 例 ５ は 焼 成 マ グ ス ピ ネ ル 質 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 テ ス ト は 実 際 の 取 鍋 の Ｓ Ｎ 装 置 に 取 り 付 け 毎 回 の 鋳 造 後 に 酸 素 洗 浄 を 行 い 、 そ の 後 上 部
ノ ズ ル の 内 装 リ ン グ の 溶 損 状 況 を 目 視 で 観 察 し 、 溶 損 が 大 き く な っ た 時 点 で 上 部 ノ ズ ル を
羽 口 れ ん が か ら 引 き 抜 き 、 内 装 リ ン グ の 平 均 損 傷 寸 法 を 算 出 し た 。 評 価 は 内 装 リ ン グ の 平
均 損 傷 寸 法 で 行 っ た 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 マ グ ネ シ ア ク ロ ム 質 で あ る 実 施 例 １ お よ び ２ の 内 装 リ ン グ は 、 比 較 例 １ と 比 較 し て 、 内
装 リ ン グ の 内 孔 の 溶 損 が 大 幅 に 軽 減 さ れ 、 亀 裂 も 軽 微 で あ っ た 。 溶 損 速 度 お よ び 内 装 リ ン
グ の 肉 厚 ２ ２ ｍ ｍ か ら 、 使 用 可 能 回 数 は 、 現 行 材 質 の ２ 倍 近 い 耐 用 が 得 ら れ る こ と が 判 っ
た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 比 較 例 ２ で あ る 黒 鉛 を 含 有 し な い マ グ ネ シ ア カ ー ボ ン 質 は 、 熱 膨 張 率 が 高 い こ と か ら 、
稼 働 面 に ス ポ ー リ ン グ に よ る 亀 裂 が 生 じ マ グ ネ シ ア 粒 子 が 脱 落 す る こ と に よ り 、 内 孔 の 損
耗 が 大 き く 、 使 用 可 能 回 数 が 劣 る 結 果 と な っ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 比 較 例 ３ で あ る 黒 鉛 を 含 有 す る マ グ ネ シ ア カ ー ボ ン 質 は 、 稼 働 面 の 亀 裂 は 軽 微 で あ っ た
が 、 酸 化 に よ る ぼ ろ つ き か ら 内 孔 の 損 耗 が 大 き く 、 使 用 可 能 回 数 の 改 善 が 認 め ら れ な か っ
た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 比 較 例 ４ で あ る 焼 成 高 ア ル ミ ナ 質 は 、 稼 働 面 の 亀 裂 は 軽 微 で あ っ た が 、 溶 融 Ｆ ｅ Ｏ と 低
融 点 物 資 を 生 成 す る Ｓ ｉ Ｏ ２ 成 分 を 含 む こ と か ら 、 溶 損 が 大 き く 、 改 善 が 認 め ら れ な か っ
た 。 比 較 例 ５ で あ る 焼 成 マ グ ス ピ ネ ル は 、 稼 働 面 の 亀 裂 か ら の 骨 材 粒 子 の 脱 落 に よ り 損 耗
が 大 き く な り 、 使 用 可 能 回 数 の 改 善 が 認 め ら れ な か っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 の 上 部 ノ ズ ル は 、 溶 鋼 の 連 続 鋳 造 用 の Ｓ Ｎ 装 置 に 好 適 で あ り 、 取 鍋 や タ ン デ ィ ッ
シ ュ 等 で 使 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 内 装 リ ン グ を 有 す る 上 部 ノ ズ ル の 縦 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 上 部 ノ ズ ル を 取 鍋 の 羽 口 れ ん が に セ ッ ト し た 状 態 の 縦 断 面 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ 　 上 部 ノ ズ ル
　 ２ 　 上 部 ノ ズ ル 本 体
　 ３ 　 内 装 リ ン グ
　 ４ 　 モ ル タ ル
　 ５ 　 上 部 ノ ズ ル の 内 孔
　 ６ 　 拡 径 部 　 　 　 　 　 　 　 ６ １ 　 拡 径 部 の 下 端 に 設 け ら れ た 凹 部
　 ７ 　 羽 口 れ ん が
　 ８ 　 上 部 プ レ ー ト 　 　 　 　 ８ １ 　 上 部 プ レ ー ト の ダ ボ
　 ９ 　 Ｓ Ｎ 装 置 の 金 枠
　 １ ０ 　 取 鍋 の 鉄 皮
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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